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要約 

 本研究では、生徒が数学の学習に際して数学史やそれ

に関連する価値を有する歴史的道具を取り入れた授業を

実践することにより生徒の数学観に変容がみられるか検

証した。この中で生徒はセクターという道具の数学化の

活動を追体験することにより数学が人間の文化的営みで

あると捉えるようになった。また授業実践により、道具

の有用性が確認できたと同時に、生徒の数学観の変容が

みられた。
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１．はじめに 

 昨年度から施行された高等学校学習指導要領(数学科)において、「数学基礎」が新しく加
えられた。この科目の目標は「数学と人間とのかかわりや、社会生活において数学が果た

している役割について理解させ、数学に対する興味・関心を高めるとともに、数学的な見

方や考え方のよさを認識し数学を活用する態度を育てる」ことである。またその中で「数

学と人間の活動」という内容の取扱いにおいて、「数学の諸概念が人間の活動とのかかわり

の中から生まれてきたことを認識することや、数学を文化や社会などとの関連からとらえ

ることは、それ自身として重要であるとともに、数学に対する興味・関心等を高め、数学

をより身近なものとして感じとらせるための有効な方法の一つである」と述べられている。 
 また中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会算数・数学専門部会（第３回）に

おいては「数学を大学まで学んだ者でも、その本当の面白さが分かっていない者がいる。      
役に立つことの実感が湧かないところに課題があるのではないか。」や「高等学校でも実生

活との関連を持たせて学ぶことが大事であり、数学的活動をもっと導入した内容を検討す

る必要があるのではないか。」といった意見が出されたように、生徒は今学んでいる数学が

実生活とどういった関係があるのか理解できないまま数学を学び続けている傾向が強いと

筆者は捉えている。そのため数学史上の道具を教材とすることで生徒が数学に対してより

興味・関心を高めることができる授業を筆者は提案する。 
 この数学史に関して礒田(2000)は「数学史は彼らの数学体験を相対化する機会を与えて
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いる。授業を通じて、現在の学校数学の持つ制約を意識し、その数学観を変更している」

(p198)とその使用の有効性を主張している。また礒田(2001)では「異文化体験を自らの文化
を自覚し、その文化を発展させる文化的視野への好機」(p40)とみなし、その方途として数
学史の利用研究を取り上げている。そして「それまでにないであろう異文化体験をもたら

す課題設定をし、自分化の過般化が通用しない体験によるカルチャーショックを前提に、

他者の身になって考えてみる、他者の世界において考えてみるという解釈学的営みに従事

すること」(p47)を通して、生徒に文化的視野の覚醒を促すことができるとしている。 
 以上のことをふまえて、筆者は本研究で数学史とそれにちなんだ道具を教材として用い

た授業を行うことで、「数学を歴史として捉えること」、「文化や社会との数学のつながり」

を生徒自身が認識できるのではないかと考える。今回の授業では Gunterが用いた「Sector」
を取り上げた。 
 
２．研究目的・研究方法 

(1)研究目的 

本研究では以下を研究目的とする。 
 研究目的：道具の操作による数学的活動を取り入れた授業を通して、数学への興味・

関心のさらなる喚起を図るとともに、数学を人間の文化的営みとして捉え

ることにより、数学学習における道具の利用が生徒の数学観の変容に貢献

できることを考察する。 
 この研究目的に対して、以下の課題を設定する。 
 課題１：数学史の原典解釈や追体験を取り入れた授業やセクターを操作する数学的活

動を通して、生徒が数学的な道具に歴史を感じるか。 
 課題２：課題１をうけて、数学を歴史に沿って学ぶことが重要であることを生徒が認

識できるか。 
 
(2)研究方法 

 数学史を内容とする文献を利用したテキスト・道具を開発し、教材化を図る。そして

それらを使用した授業を実践し、その授業の事前・事後アンケートや授業を録画したデ

ジタルビデオを分析し、そこに記録された生徒の反応から上記で設定した課題を考察す

る。その考察から上記の研究目的が達成されたかどうかを検証する。 
 

３．「セクター」の教材化 

 ガンターのセクター（図１）は航海におい

て船上で計算をする時に利用されたもの計算

器具である。このセクターを最初に発明した

のはだいたい 1597年にガリレオ・ガリレイに
よるものと考えられているが、発明の経緯は

様々な説がある。 
図 1 セクターの実物 

(出典:パリ国立技術博物館) 
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セクターの主な材質は木や真鍮であり、表面にはたくさんの目盛りが付いている。こ

の道具の構造・原理には、比、相似、平方根、立方根、三角比、金属の配合、漸長緯度

目盛りなどの数学的な要素がたくさん盛り込まれている。 
 ガンターは 1624 年にセクターなどの数学的な道具の原理や目盛りについて「The 
description and vse of the sector, the cross-staffe, and other instruments」という本を出版して
いる。このセクターはガリレオが発明した比例コンパスと類似点が多い。しかし、ガン

ターはイギリスでセクターを用いており、ガリレオはイタリアで比例コンパスを発明し

ている。ガンターのセクターが特徴的な点はガリレオのものよりも目盛りが細かく打た

れている点である。そこで筆者はこのガンターのセクターの目盛りの取り方を原典から

探り、それを実際に作図するという数学的活動によって、数学が道具に埋め込まれてい

ることに気づくことが可能であると考え、今回の授業の題材とした。 
 以上のことから、ガンターのセクターを題材とした授業を行うことによって本研究の目

的・課題が達成されるかを議論する。 
 
４．「セクター」の数学的解説 

 エドモンド・ガンターがその著書「The description and 
vse of the sector, the cross-staffe, and other instruments」の中
で取り上げたセクターには右図のような多くの目盛りが

刻まれていた。図２においては１２本の目盛りが存在す

る。それを以下に挙げる。 
L1: Line of Lines 
L2: Line of Superficies 
L3: Line of Solids 
L4: Line of Sines and Chords 
L5: Line of Tangents 
L6: Line of Secants 
L7: Line of Meridians 
L8: Line of Quadrature 
L9: Line of Segments 図 2 セクターに刻まれた目盛り
L10: Line of Inscribed bodies in the Sphere 
L11: Line of Equated bodies 
L12: Line of Mettals 

 このうち図２の左には L1,L3,L4,L5,L6,L7 が
刻まれ、右には L2,L8,L9,L10,L11,L12 が刻まれ
ている。この１２本の目盛りの中で授業では時

間の関係上、L1,L2,L3の３本に絞った。 
 次にセクターの基本的な使用方法を L1: Line 
of Linesを用いて原典(図 3)を元に説明する。 

図 3 セクターの原理 
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まず A はセクターの両脚の交点とし、辺 AB と辺 AC はセクターの両脚とする。
AB=AC,AD=AEとなるように点 D,Eをとるので辺 DEと辺 BCは平行にひかれる。よって
同位角は等しくなるので 

∠AED=∠ACB,∠ADE=∠ABC 
となり、２組の角がそれぞれ等しくなるので 

△ADE∽△ABC 
ゆえに AE:AC=AD:AB=DE:BC(＊)が成り立つ。したがって授業の１時間目で扱った線分を
拡大するときには以下のように使用する。（原典では AE:AC=AD:AB= 1:4となっている） 
 この使用例からわかることは、線分 AB,ADもしくは線分 AC,AEの長さの比がそのまま

http://math-info.criced.tsukuba.ac.jp/Forall/project/history/2004/sector/sector_index.html
①今拡大したい線分の長さをコンパスで測りとる。 
②そのまま点 Dと点 Eに合わせてセクターの両脚を広げる。 
③広げた角度を保ったまま BCの長さをコンパスで測りとる。 
④(＊)で確認したことから DE:BC= 1:4より BC=4DEとなるので、線分 DEを４倍に拡大
保たれるようにセクターの目盛りが刻まれていることがわかる。そのためセクターにおい

てはこの両脚に刻まれた目盛りの比が大きな意味を持つのである。 

したものが線分 BCとなる。 

 
５．「セクター」の授業概要 

 （１）授業環境 

   日時：平成 16年 10月 21、22、25、26日(65分×3時間) 
   対象：埼玉県立高校第二学年(2クラス) 
   準備：コンピュータ(Windows)、作図ツール(Cabri GeometryⅡ) 
      Microsoft Power Point、プロジェクター、実物投影機、授業記録用のデジタル

ビデオカメラ、コンパス、定木、セクター(厚紙で作られたもの)、事前・事
後アンケート、ワークシート、授業資料 

 
 （２）授業展開 

  ＜１時間目＞ 
  [目標] 
   ガンターのセクターにおける Line of Linesの目盛りの使

い方を探ることによって道具の中に数学が盛り込まれ、そ

の歴史的背景からセクターに対する興味・関心を高めるこ

とできる。 
  [授業概要] 
   まず生徒の興味を引くために 1624 年に出版された原典
の口絵(図 4)を見せ、左上の人は何をしているのかを想像で
答えてもらった。 図 4 原典の表紙絵 

 



（生徒との対話） 
教師：左上の人は何をしているのだと思う？ 
生徒：コンパスを持っている。 
教師：どっちの手に持っている？両方コンパスかな？ 
生徒：えっ？両方？（周囲の生徒も両方コンパスだと思っていたので「両方コンパス

じゃないの？」という意見が出て話し合い始めた。） 
教師：実は右手と左手で持っているものは違っているんだけど、どうかな？ 
生徒：右手にコンパスを持っている。 
 次に、本来は木か真鍮で作られるセクターを紙で製作して生徒に配布した。生徒は

思いも思いにセクターをいじっていたが、その中で「すごい」、「何かを挟んで使うの

かなあ」という意見を言う生徒もいた。その表面から何が読み取れるか質問した。生

徒の解答としては、「わからない」、

「tangent」などの意見が出された。 
 その後、セクターは大航海時代の航

海術における計算に使用され、値を線

分の大きさとして捉える道具であった

ことを紹介した。続いてセクターの原

理を探るために原典解釈を行った。セ

クターの原理においては両脚の目盛り

の取り方が重要なポイントであるが、

生徒自身に気づいてもらいたかったの

でその原理を理解する例として最も簡単な

Line of Linesという目盛りを用いて、原典に書かれている「与えられた比で線分を拡
大・縮小する操作」を生徒に行っても

らった（図５）。 

図 5 セクターの操作をする生徒

   授業では線分Ａが与えられていて、

その線分Ａと線分Ｂの比が となる

ような線分Ｂをセクターとコンパスを

用いて作図した。そしてその操作が正

しいことを生徒と確認し、なぜその操

作が正しいのかを考えた。 

5:3

   その答えを原典にある三角形の相似

を利用した証明を生徒と一緒に行うこ

とで生徒はセクターの原理を学習する

ことができた。この原理を理解できれ

ばセクターを使いこなすことができるが、目盛りは Line of Linesだけではないので他
の目盛りの意味を探ってもらった。（図６） 

図 6 証明に取り組む生徒 

なかなか答えにくい質問だったので、教師側から Line of Superficiesという目盛りに

出典：中学校・高等学校数学科教育課程開発に関する研究(12) 
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注目するように促し授業の最後に原典での使用方法を説明した。それは任意に定めた

線分と 2:1 の比にある線分を作図するという操作であり、なぜその目盛りを使うとそ

ういった操作ができるかは宿題とした。 
   
＜２時間目＞ 

  [目標] 
   Line of Superficiesの目盛りがどのように打たれているか原典を元に解釈し、生徒が
解釈学的営みを体験する。 

  [授業概要] 
   最初に１時間目の復習を兼ねて

任意に定めた線分Ａと の比に

ある線分Ｂを作図する操作を教師

の援助なしで生徒に操作させるこ

とで追体験を促した。そして Line 
of Superficiesを用いて任意に定め
た線分と

5:3

2:1 の比にある線分を

セクターを用いて作図できること

を確認した（図７）。その証明の時

には、生徒から正方形を用いた証

明法が発表された。 
２時間目の主要なテーマはそ

のような平方根の作図がなぜ可

能になるのか原典の英語を教師

が和訳をしたものを生徒と共に

解釈することであった。その過

程で比例中項を用いることでそ

の作図が可能になることを学ん

だ。 
   Line of Superficiesの分割の説
明には原典の英語を和訳し、そ

の文章どおりに目盛りの作図を生徒と行った。この

時、生徒はコンパスを用いて作図し、教師はプロジ

ェクターを授業で用いていたので作図ツールである

Cabri GeometryⅡを用いて作図をした（図８）。 
   この作図の意味を理解するためには比例中項の理

解が欠かせない。（図９）そのために比例中項の証明

を事前課題として生徒に課しておいた。その事前課

題とは右図において線分AB,BCの比例中項が線分BDとなることを証明することであ

図 7 Line of Superficiesの復習 

図 8 Line of Superficiesの分割 

図 9 比例中項の作図 
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る。つまり を示すこと

徒が多かったこともあり、なかなか

証明がはかどらなかった。しかし比

例中項は３時間目も使うため、この

証明に時間をかけて生徒の理解をし

っかりとしたものになるまで丁寧に

行った。そしてその証明を終えた後

に、実際に比例中項の考え方を利用

してLine of Superficiesの目盛りの間
隔が平方根の比になっていることを

証明を通して確認した（図 10）。 
 平方根の作図が可能なのだから次

は立方根の作

BCABBD ⋅=2 だが、三角形の相似条件を久しぶりに思い出す生

  

図が可能になるのではない

にした し たた

るかは３時間目に考えることにした。 
  

とを生徒

  

] 
  sの目盛りを使うことで立方根が求められることを原典解釈を通じて学

シアの三大作図問題の一つである立方体の倍積問題に取り組む。 

  

ってどんなことができ

  

きるのかを生徒に確

  

の問

図 10 Line of Superficiesの証明 

かと推測できるのでその Lineを探すこと
めにどの Lineが立方根の作図を可能にす
 この立方根の問題を解くことはギリシアの３大作図問題に挑むことであり、３つの

問題のそれぞれは定木とコンパスでは作図できないことが証明されているこ

。しか 証明に大幅に時間を割い

に伝えた。このセクターを使えば３大問題の一つである倍積問題を解くことができる

ことはなぜなのかを考えることを次の授業までの課題として２時間目を終えた。 
 
＜３時間目＞ 

  [目標
 Line of Solid
び、ギリ

  [授業概要] 
 ３時間目の授業では Line of Solids

図 11 目盛りの間隔に注目 

の目盛りを使

るのか、またなぜそういったことが

できるのかという理由を探ることと

した(図 11)。 
 まず１、２時間目に扱った Lineで
どんなことがで

認させた。その過程で Line of 
Superficies の目盛りには平方根が関
係していることを復習した。 
 次に２時間目の終わりに時間の関

係で３時間目にずらした立方根

題を扱った。これは Line of Solidsを

出典：中学校・高等学校数学科教育課程開発に関する研究(12) 
発行：筑波大学数学教育学研究室、pp.120-131、2005年3月



使うと立方根の作図が可能になるが、それがなぜかという問題である。この問題の解

法には２時間目でも扱った比例中項を２回使うことが求められたが、ここで一つの問

題が持ち上がった。それは Line of Linesと Line of Superficiesの例題を解いたときには
セクターを用いて得られた線分の長さが、本当に求めたい長さかどうかは容易に確か

めることができた。ただ３時間目に扱う Line of Solidsの例題は立体の体積を扱う問題
なので、確認するのが困難であった。そこでその確認の方法として生徒の前で実験を

することにした。 
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①.立方体 Aの一辺をコンパスで測る。 
②.そのままセクターの Line of Solidsの目盛り 1に合わせてセクターを広げる。 
③.その広げた角度を保ったまま、Line of Solidsの目盛り 2の長さをコンパスで測る。
④.③で測った長さを一辺とする立方体 Bを作る（事前に作っておいた）。 
⑤.立方体 Aに蝋の粒子を満杯になるまで流し込み、満杯になったらそれを立方体 B
に移す。 
実験

⑥.⑤の作業を２回行う。 
の目的は「ある立方体の２倍の体積を持つ立方体の一辺を本当にセクターで作

水などの

ように

をしな

実験の結果とし

をそ

クタ

可能かどうかを確認すること」とし、

意したものはプラスチックで作られた

つの立方体 A,B（Bは Aの体積の２倍
なっているようにあらかじめ作ってお

た）と、蝋の微粒子（本来は

体がよいが、こぼすといけないので水

準ずるものとして選択した）を準備し

。 
実験の手順は以下の 行った。こ

手順では生徒と対話 がら実験を

めることを重視した。

は立方体Aに入れられた２杯分の粒子
ちょうど立方体 Bを満杯にした。この結
けて考察を行うと、立方体 Aと Bの一辺
ぞれ a,bとすると 33 2ab = となるからセ

を用いて

図 12 実験中の生徒 

果を

ab 3 2= となる bを作図したこ
る。 

不可能なことは２時間目で既知のことで

め、セクターではどのように求めている

えた。比例中項を２回使うことでこの問題を

とに

しかし立方根の作図は定木とコンパスだけで

ある

のか

くことができる。証明は割愛するが右の図に

図 13 Line of Solidsの証明 



おいて 3 2:1: =ALAI となることを生徒は証明することができた。しかし証明の中では

図 13で点 I,Hを同時に定めることは定木とコンパスだけでは不可能であるから特殊な
道具が別に必要であることを説明した。 
 最後にまとめとして、セクターはサインやタンジェント  、コサインなどの三角比の

値や、金属の配合の比率(Line of Mettals)、漸長緯度目盛り(Line of Meridian)により航海
ける応用できることを紹介した。この 3日間の授業では解読できなかった目盛

く身の回りには数学が隠されている道具がたくさんあり、その考案には様々な歴史が

あることを知って欲しいと伝えて３回の授業を終えた。 

る数学的活動を

 

事後アンケート（３時間の授業を受けてみた感想）に対する生徒の回答

術にお

りがたくさんあるから今回はセクターという道具を取り上げたが、セクターだけでな

 
６．議論 

課題１：数学史の原典解釈や追体験を取り入れた授業、セクターを操作す

通して、生徒が数学的な道具に歴史を感じるか。 

 
 ①セクターの使い方やその原理を通して数学の歴史に少し触れることができたと思う。 
 ②今までとはちがった数学を学ぶことができたのでよかったと思う。 
 ③はじめは何をやっているのかよくわからなかったが、授業を受けて、いままでの数学

とは違った道具や考え方を用いることで、数学の歴史について学べることができたの

でよかった。 
 ④机上の勉強しかやったことがなかったので、実学的なものにふれたのはとても新鮮だ

ったし、学んでいてどう役に立つのかわからなかった数学が昔はとても役立っていた

ことが分かってとてもいい経験になった。 

 生徒①～④の回答を総括すると、各生徒はセクターという数学的な道具を原典解釈する

ことを通して、数学の歴史を感じている様子がうかがえる。特に生徒③の回答からは生徒

それまで作り上げてきた数学という文化に対して、セクターという道具を介して大航海

に学んでいる数学と実生活との結びつきを強く感じてい

することができたといえる。 

が

時代の数学に触れるという異文化体験をすることで数学観の変容が見られる。 
 また生徒④の回答からは今まさ

る様子がわかる。そして授業を通して道具に埋め込まれた社会歴史的文化的な機能を認識

 

事後アンケート（授業をうけて、数学に対してあなたが変わったと思うことを自由に書い

て下さい）に対する生徒の回答 
 ⑤今までは計算ばかりだと思っていたが、セクターを使うことによって歴史を感じるこ

とができた。 
 ⑥数学の見方が変わった。 
 ⑦「セクター」という道具を知って数学はすごいものと思いました。「セクター」の証明

出典：中学校・高等学校数学科教育課程開発に関する研究(12) 
発行：筑波大学数学教育学研究室、pp.120-131、2005年3月



をしていくのが段々となるほど、なるほどと理解していくのが楽しかった。 
 ⑧単にセクターを使って、図形を示すだけでなく、それを証明するということで外見だ

けでなく中からわかった気がした。 
 ⑨数学の歴史を学ぶのも重要だと思った。 
 ⑩少しだけ理解不能な数学という教科に興味を抱いた。 
 ⑪数学のいろいろな法則にはかくれたものがいっぱいあり、計算だけではないと思った。 
 ⑫他の昔の測量技術についても知りたくなった。 

生徒⑤、⑪、⑨の回答からは数学は計算ばかりだというそれまでに作り上げられた数学

に対する認識に変容が見られる。これはセクターが使われた時代の数学と現在生徒が学ん

でいる数学の２つを比較することで、道具のもつ数学のすごさを感じ取っているものと考

え

れまで理解不能であった数学に対

と筆者は考察した。 

数学を外見からではなくその内側から、

そしてより本質的に理解しているものと考えられる。 
 生徒⑫の回答からセクターを足がかりとして他の道具に対する興味・関心が新たに生み

出されていると筆者は考える。 
 これまでの議論を裏付けるデータとして、「数学に歴史を感じるか」という質問に対する

生徒の回答をグラフ化したものを下に挙げる。 

られる。 
生徒⑥、⑩の回答からは数学という教科そのものに対する生徒の考え方の変容として捉

えることが可能であると筆者は考える。特に生徒⑩はそ

してセクターを用いた授業を受けた後、少しではあるが興味を持ち始めたことは数学の理

解に対する重要な一歩となりうる

生徒⑦、⑧の回答からは道具に埋め込まれた数学を理解している様子である。特に生徒

⑧は「証明する」という数学的な活動を通して、

事前アンケート
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事後アンケート
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 このグラフにおいて強く感じるを１、まあまあ感じるを２、…とおくと事前アンケート

感じる生徒が増えたことを表している。 

すか）に対する生徒の

の平均値は 3.089であったが、事後アンケートの平均値は 2.205に減少した。これは数学に
歴史を

 
課題２：課題１をうけて、数学を歴史に沿って学ぶことが重要であることを生徒が認識で

きるか。 

事後アンケート（数学を歴史に沿って勉強する価値があると思いま

回答 

http://math-info.criced.tsukuba.ac.jp/Forall/project/history/2004/sector/sector_index.html



 ①どのようにして数学ができあがったのか知るとおもしろい。 
 ②知識として自分に積もり、その事自体に価値があると思う。昔の知恵を学ぶことによ

って今の数学に応用する。 
 ③今の数学は昔の人々の考えた道具や公式を使っているから。 
 ④単に公式を覚えて使うだけでなく、中からやっていくことは重要だなぁと思った。 
 ⑤昔の人が考えていることが分かるから。 
 ⑥昔の人の苦労や頭の良さを知るため。 
 ⑦昔の人の考え方を学べる。 
 ⑧数学をただ勉強するよりも、歴史に沿って勉強するほうが興味を持てるし、数学の大

事さやすごさがわかる。 

 生徒①、⑧の回答から数学の発展過程を理解することが必要であることを認識している

ことがわかる。その理由として生徒⑧は何かを学習するときには「興味」という尺度が重

要であることを自覚している。そして興味があるのとないのでは、数学の有用性の感じ方

に違いがあることを指摘している。 
 生徒②、③の回答からは昔の数学が今の数学に応用できること、そしてその価値を理解

しているようである。また「自分の知識として歴史が層のように積もること」を表現した

ことに筆者は驚いている。生徒③は道具や公式それ自身が歴史を持っていることを学んで

れはセクターが礒田(2003)の言うように「他者の立場の想定に役
つ道具」として文化的価値、教育的価値があるものとして有用であると筆者は考察する。 

題に対する議論から、道具の操作による数学的活動を取り入れた授業を通

りに 

いるのは数学の学習においてとても重要な視点だと考える。 
 生徒④は公式を暗記のように意味を欠落した状態で覚えることに対して否定的で、「なぜ

そうなるのか」、「そうするとなぜ意味があるのか」という「なぜ」という自己の内面への

問いかけが大事であると考えているようである。 
 生徒⑤、⑥、⑦の回答からは昔の人が使ったり、考えていた数学との類似点や相違点を

探ることが重要であることを指摘している。その理由として昔の人の苦労や考え方を学べ

るからと述べている。こ

立

 以上２つの課

して、数学学習における道具の利用が生徒の数学観の変容に貢献できるという研究目的が

おおむね達成できた。 
 
７．おわ

 本研究では道具の操作による数学的活動を取り入れた授業を通して、数学への興味・関

心のさらなる喚起を図るとともに、数学を人間の文化的営みとして捉えることにより、数

学の学習における道具の利用が生徒の数学観の変容に貢献できることを考察することがで

きた。 
 しかしその一方で、事後アンケートの中では上記の設問に対して、無回答が目立った。

また数学を歴史に沿って勉強することに価値を見い出していない否定的な意見が見られた。

これは筆者の授業における説明不足や不手際が少なからず影響しているものと思われる。 
 今回の授業では高校数学との関連があまり強くなかったという反省点があったので、今

出典：中学校・高等学校数学科教育課程開発に関する研究(12) 
発行：筑波大学数学教育学研究室、pp.120-131、2005年3月



後は授業で扱うことができなかった Lineについてさらなる原典解釈を通して、三角比など
高校数学との関連が強い単元を対象とした授業が展開されることが課題として考えられ

して今回は生徒の数学観に変容がみられたかどうかを考察したが、このような授業

辞 

生を

まし

 
注） 「数学用機械

と JAVAによる移動・変換と関数・微積ハンズオン教材の WEB化研究」(研究代表者
開発された歴史的道具を前提にして、平成 16 年度科学研究費、基

美)の一環として行われた。 

 and vse of the sector, the cross-staffe, and other 

理数編.実教出版 

【4】飯

【6】沓

た文化としての数学観の意識化と変容を求めて，筑波数学教育研究 20，39-48． 

【9】礒
研究報告，26，157-174 

【10】諏佐洋一(2004). 歴史的道具「比例コンパス」を用いた数学的活動による授業研究：
ガリレオの軍事的コンパスを題材として.「確かな学力」の育成と道具を用いた数学
教育 中学校・高等学校数学科教育課程開発に関する研究(11).筑波大学数学教育学
研究室,83-95. 

の

る。そ

を通して教師の数学観には変容がみられないのか、みられるとしたらどの程度の変容がみ

られるのかといった教師に対する調査も必要になってくると考えられる。 
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